
JP 2017-526595 A 2017.9.14

10

(57)【要約】
　本開示はゴミ袋の交換提示方法及び装置に関する。ゴ
ミ袋の交換提示方法は、現在のゴミ袋におけるゴミ情報
及びゴミ変質特徴情報を取得することと、ゴミ情報及び
ゴミ変質特徴情報に基づいて現在のゴミ袋におけるゴミ
がカビによって変質し又は異臭が生じたか否かを判断す
ることと、ゴミがカビによって変質し又は異臭が生じた
と判断された場合、ユーザーにゴミ袋の交換提示メッセ
ージを送信することを含む。本開示の実施例は、ゴミが
カビによって変質し又は異臭が生じたと判断された場合
、現在のゴミ袋を交換するようユーザーに提示し、ゴミ
が人体健康に与える影響及び周りの環境に与える汚染を
効果的に低減させ、ユーザーの使用体験を向上させるこ
とができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　現在のゴミ袋におけるゴミ情報及びゴミ変質特徴情報を取得ことと、
　前記ゴミ情報及び前記ゴミ変質特徴情報に基づいて現在のゴミ袋におけるゴミがカビに
よって変質し又は異臭が生じたか否かを判断すること、及び
　前記ゴミがカビによって変質し又は異臭が生じたと判断された場合、ユーザーにゴミ袋
の交換提示メッセージを送信することと、
　を含むことを特徴とするゴミ袋の交換提示方法。
【請求項２】
　前記ゴミ変質特徴情報を取得することは、
　現在のゴミ袋におけるゴミの種類を取得することと、
　前記ゴミの種類に基づいて対応する種類のゴミ変質特徴情報を取得することと、
　を含むことを特徴とする請求項１に記載のゴミ袋の交換提示方法。
【請求項３】
　前記現在のゴミ袋におけるゴミの種類を取得することは、
　前記ゴミの包装箱又は包装袋におけるバーコードをスキャンすることによって前記ゴミ
の種類を取得すること、又は
　カメラによって前記ゴミを識別し、前記ゴミの種類を取得すること、又は
　前記ゴミの成分に対するスペクトル分析を行い、前記ゴミの種類を取得すること、又は
　ゴミ箱により送信された前記ゴミの種類を受信すること、
　を含むことを特徴とする請求項２に記載のゴミ袋の交換提示方法。
【請求項４】
　前記ゴミの種類に基づいて対応する種類のゴミ変質特徴情報を取得することは、
　前記ゴミの種類に基づいて、異なる種類のゴミ変質特徴情報が記憶されている事前設定
のデータベースを検索し、対応する種類のゴミ変質特徴情報を取得すること、又は
　事前に記憶された履歴情報から対応する種類のゴミ変質特徴情報を取得すること、又は
　ユーザーのコメント情報に基づいて対応する種類のゴミ変質特徴情報を取得すること、
　を含むことを特徴とする請求項２に記載のゴミ袋の交換提示方法。
【請求項５】
　前記現在のゴミ袋におけるゴミ情報を取得することは、
　カメラによって現在のゴミ袋におけるゴミ画像情報を取得すること、及び／又は
　臭いセンサによって現在のゴミ袋におけるゴミ臭い情報を取得すること、
　を含むことを特徴とする請求項１に記載のゴミ袋の交換提示方法。
【請求項６】
　前記ゴミ情報及び前記ゴミ変質特徴情報に基づいて現在のゴミ袋におけるゴミがカビに
よって変質し又は異臭が生じたか否かを判断することは、
　前記ゴミ情報が、現在のゴミ袋におけるゴミがカビによって変質し又は異臭が生じたか
否かを確定するための前記ゴミ変質特徴情報における少なくとも一部の情報と一致するか
否かを判断すること、を含むことを特徴とする請求項１に記載のゴミ袋の交換提示方法。
【請求項７】
　前記ユーザーにゴミ袋の交換提示メッセージを送信する前に、前記ユーザーの行動情報
及び前記ユーザーと前記ゴミ箱との間の距離情報を取得することと、
　前記距離情報は、事前設定の閾値より小さいか否か、且つ前記行動情報が異臭を生じさ
せる行動情報を記憶するための事前設定のリストにあるか否かを判断することと、
　をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載のゴミ袋の交換提示方法。
【請求項８】
　前記ユーザーにゴミ袋の交換提示メッセージを送信することは、
　前記距離情報が事前設定の閾値より小さく前記行動情報が前記事前設定のリストにない
と判断された場合、ユーザーにゴミ袋の交換提示メッセージを送信すること、を含むこと
を特徴とする請求項７に記載のゴミ袋の交換提示方法。
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【請求項９】
　前記ユーザーにゴミ袋の交換提示メッセージを送信することは、
　移動端末によってゴミ袋の交換提示メッセージを表示すること、及び／又は
　ウェアラブル装置によって前記移動端末におけるゴミ袋の交換提示メッセージを読み取
るようユーザーに提示すること、及び／又は
　前記移動端末及びゴミ箱が同一のローカルエリアネットワークにあることを検出した場
合、ゴミ袋を交換するようユーザーに提示するために、前記ゴミ箱が音を出すことを制御
するための第１コマンドを前記ゴミ箱に送信すること、及び／又は
　前記移動端末及びゴミ箱が同一のローカルエリアネットワークにあることを検出した場
合、テレビを含む端末装置によってゴミ袋の交換提示メッセージを表示すること、
　を含むことを特徴とする請求項１に記載のゴミ袋の交換提示方法。
【請求項１０】
　前記ユーザーにゴミ袋の交換提示メッセージを送信した後、ゴミ箱により送信されたゴ
ミ袋が交換されていない提示メッセージを受信し、スマートデバイスが前記ゴミ袋の口を
結び又は前記現在のゴミ袋を捨てることを制御するための第２コマンドを前記スマートデ
バイスに送信すること、をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載のゴミ袋の交換提
示方法。
【請求項１１】
　現在のゴミ袋におけるゴミ情報及びゴミ変質特徴情報を取得するように配置された取得
モジュールと、
　前記取得モジュールにより取得された前記ゴミ情報及び前記ゴミ変質特徴情報に基づい
て現在のゴミ袋におけるゴミがカビによって変質し又は異臭が生じたか否かを判断するよ
うに配置された第１判断モジュール、及び
　前記第１判断モジュールにより前記ゴミがカビによって変質し又は異臭が生じたと判断
された場合、ユーザーにゴミ袋の交換提示メッセージを送信するように配置された提示メ
ッセージ送信モジュールと、
　を含むことを特徴とするゴミ袋の交換提示装置。
【請求項１２】
　前記取得モジュールは、
　現在のゴミ袋におけるゴミの種類を取得するように配置された種類取得サブモジュール
と、
　前記ゴミの種類に基づいて対応する種類のゴミ変質特徴情報を取得するように配置され
たゴミ変質特徴情報取得サブモジュールと、
　を含むことを特徴とする請求項１１に記載のゴミ袋の交換提示装置。
【請求項１３】
　前記種類取得サブモジュールは、
　前記ゴミの包装箱又は包装袋におけるバーコードをスキャンすることによって前記ゴミ
の種類を取得するように配置されたスキャンユニット、又は
　カメラによって前記ゴミを識別し、前記ゴミの種類を取得するように配置された識別ユ
ニット、又は
　前記ゴミの成分に対するスペクトル分析を行い、前記ゴミの種類を取得するように配置
されたスペクトル分析ユニット、又は
　ゴミ箱により送信された前記ゴミの種類を受信するように配置された種類受信ユニット
、
　を含むことを特徴とする請求項１２に記載のゴミ袋の交換提示装置。
【請求項１４】
　前記ゴミ変質特徴情報取得サブモジュールは、
　前記ゴミの種類に基づいて、異なる種類のゴミ変質特徴情報が記憶されている事前設定
のデータベースを検索し、対応する種類のゴミ変質特徴情報を取得するように配置された
第１取得ユニット、又は
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　事前に記憶された履歴情報から対応する種類のゴミ変質特徴情報を取得するように配置
された第２取得ユニット、又は
　ユーザーのコメント情報に基づいて対応する種類のゴミ変質特徴情報を取得するように
配置された第３取得ユニット、
　を含むことを特徴とする請求項１２に記載のゴミ袋の交換提示装置。
【請求項１５】
　前記取得モジュールは、
　カメラによって現在のゴミ袋におけるゴミ画像情報を取得するように配置された画像取
得サブモジュール、及び／又は
　臭いセンサによって現在のゴミ袋におけるゴミ臭い情報を取得するように配置された臭
い取得サブモジュール、
　を含むことを特徴とする請求項１１に記載のゴミ袋の交換提示装置。
【請求項１６】
　前記第１判断モジュールは、
　前記ゴミ情報が、現在のゴミ袋におけるゴミがカビによって変質し又は異臭が生じたか
否かを確定するための前記ゴミ変質特徴情報における少なくとも一部の情報と一致するか
否かを判断するように配置された、ことを特徴とする請求項１１に記載のゴミ袋の交換提
示装置。
【請求項１７】
　前記提示メッセージ送信モジュールによりユーザーにゴミ袋の交換提示メッセージを送
信する前に、前記ユーザーの行動情報及び前記ユーザーと前記ゴミ箱との間の距離情報を
取得するように配置された情報取得モジュールと、
　前記距離情報が事前設定の閾値より小さいか否か、且つ前記行動情報が異臭を生じさせ
る行動情報を記憶するための前記事前設定のリストにあるか否かを判断するように配置さ
れた第２判断モジュールと、
　をさらに含むことを特徴とする請求項１１に記載のゴミ袋の交換提示装置。
【請求項１８】
　前記提示メッセージ送信モジュールは、
　前記距離情報が事前設定の閾値より小さく且つ前記行動情報が事前設定のリストにない
と判断された場合、ユーザーにゴミ袋の交換提示メッセージを送信すること、を含むこと
を特徴とする請求項１７に記載のゴミ袋の交換提示装置。
【請求項１９】
　前記提示メッセージ送信モジュールは、
　移動端末によってゴミ袋の交換提示メッセージを表示するように配置された第１表示サ
ブモジュール、及び／又は
　ウェアラブル装置によって前記移動端末におけるゴミ袋の交換提示メッセージを読み取
るようユーザーに提示するように配置された読み取り提示サブモジュール、及び／又は
　前記移動端末及びゴミ箱が同一のローカルエリアネットワークにあることを検出した場
合、ゴミ袋を交換するようユーザーに提示するために、前記ゴミ箱が音を出すことを制御
するための第１コマンドを前記ゴミ箱に送信するように配置されたコマンド送信サブモジ
ュール、及び／又は
　前記移動端末及びゴミ箱が同一のローカルエリアネットワークにあることを検出した場
合、テレビを含む端末装置によってゴミ袋の交換提示メッセージを表示するように配置さ
れた第２表示サブモジュール、
　を含むことを特徴とする請求項１１に記載のゴミ袋の交換提示装置。
【請求項２０】
　前記提示メッセージ送信モジュールによりユーザーにゴミ袋の交換提示メッセージを送
信した後、ゴミ箱により送信されたゴミ袋が交換されていない提示メッセージを受信し、
スマートデバイスが前記ゴミ袋の口を結び又は前記現在のゴミ袋を捨てることを制御する
ための第２コマンドを前記スマートデバイスに送信するように配置された受信制御モジュ
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ールをさらに含むことを特徴とする請求項１１に記載のゴミ袋の交換提示装置。
【請求項２１】
　現在のゴミ袋におけるゴミ情報及びゴミ変質特徴情報を取得し、
　前記ゴミ情報及び前記ゴミ変質特徴情報に基づいて現在のゴミ袋におけるゴミがカビに
よって変質し又は異臭が生じたか否かを判断し、
　前記ゴミがカビによって変質し又は異臭が生じたと判断された場合、ユーザーにゴミ袋
の交換提示メッセージを送信するように配置された、
　プロセッサと、
　プロセッサの実行可能なコマンドを記憶するためのメモリと、
　を含むことを特徴とするゴミ袋の交換提示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は出願番号２０１５１０３６４１２３．８、出願日２０１５年０６月２６日である
中国特許出願に基づいて提出され、該中国特許出願の優先権を主張し、該中国特許出願の
全ての内容はここで参考として本願に引用される。
【０００２】
　本開示は通信技術分野に関し、特にゴミ袋の交換提示方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　社会経済の迅速な発展及び生活水準の迅速な向上に伴って、日常の生産及び生活過程に
おいて大量のゴミが生じている。人は通常ゴミ箱でゴミを収容し、使用するときにゴミ袋
をゴミ箱に入れ、ゴミ袋におけるゴミが多くなったとき、袋を捨てる。
【０００４】
　人が多くのゴミをゴミ箱に入れた後、ゴミ袋を捨てることを忘れることが多いため、ゴ
ミが長時間に積み上げられ、変質することによりカビが発生し又は異臭が生じ、人体健康
に悪影響を与えるだけでなく、環境を汚染し、良い解決手段を求めることが急務である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本開示の実施例は、ゴミがカビによって変質し又は異臭が生じたゴミ袋を交換するため
のゴミ袋の交換提示方法及び装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本開示の実施例の第１態様によれば、
　現在のゴミ袋におけるゴミ情報及びゴミ変質特徴情報を取得することと、
　前記ゴミ情報及び前記ゴミ変質特徴情報に基づいて現在のゴミ袋におけるゴミがカビに
よって変質し又は異臭が生じたか否かを判断すること、及び
　前記ゴミがカビによって変質し又は異臭が生じたと判断された場合、ユーザーにゴミ袋
の交換提示メッセージを送信することと、
　を含むゴミ袋の交換提示方法を提供している。
【０００７】
　一実施例において、前記ゴミ変質特徴情報を取得することは、
　現在のゴミ袋におけるゴミの種類を取得することと、
　前記ゴミの種類に基づいて対応する種類のゴミ変質特徴情報を取得することと、を含む
。
【０００８】
　一実施例において、前記現在のゴミ袋におけるゴミの種類を取得することは、
　前記ゴミの包装箱又は包装袋におけるバーコードをスキャンすることによって前記ゴミ
の種類を取得すること、又は
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　カメラによって前記ゴミを識別し、前記ゴミの種類を取得すること、又は
　前記ゴミの成分に対するスペクトル分析を行い、前記ゴミの種類を取得すること、又は
　ゴミ箱により送信されたゴミの種類を受信すること、を含む。
【０００９】
　一実施例において、前記ゴミの種類に基づいて対応する種類のゴミ変質特徴情報を取得
することは、
　前記ゴミの種類に基づいて、異なる種類のゴミ変質特徴情報が記憶されている事前設定
のデータベースを検索し、対応する種類のゴミ変質特徴情報を取得すること、又は
　事前に記憶された履歴情報から対応する種類のゴミ変質特徴情報を取得すること、又は
　ユーザーのコメント情報に基づいて対応する種類のゴミ変質特徴情報を取得すること、
を含む。
【００１０】
　一実施例において、現在のゴミ袋におけるゴミ情報を取得することは、
　カメラによって現在のゴミ袋におけるゴミ画像情報を取得すること、及び／又は
　臭いセンサによって現在のゴミ袋におけるゴミ臭い情報を取得すること、を含む。
【００１１】
　一実施例において、前記ゴミ情報及び前記ゴミ変質特徴情報に基づいて現在のゴミ袋に
おけるゴミがカビによって変質し又は異臭が生じたか否かを判断することは、
　前記ゴミ情報が、現在のゴミ袋におけるゴミがカビによって変質し又は異臭が生じたか
否かを確定するための前記ゴミ変質特徴情報における少なくとも一部の情報と一致するか
否かを判断すること、を含む。
【００１２】
　一実施例において、
　前記ユーザーにゴミ袋の交換提示メッセージを送信する前に、前記ユーザーの行動情報
及び前記ユーザーと前記ゴミ箱との間の距離情報を取得することと、
　前記距離情報は、事前設定の閾値より小さいか否か、且つ前記行動情報が異臭を生じさ
せる行動情報を記憶するための事前設定のリストにあるか否かを判断することと、をさら
に含む。
【００１３】
　一実施例において、前記ユーザーにゴミ袋の交換提示メッセージを送信することは、
　前記距離情報が事前設定の閾値より小さく前記行動情報が前記事前設定のリストにない
と判断された場合、ユーザーにゴミ袋の交換提示メッセージを送信すること、を含む。
【００１４】
　一実施例において、前記ユーザーにゴミ袋の交換提示メッセージを送信することは、
　移動端末によってゴミ袋の交換提示メッセージを表示すること、及び／又は
　ウェアラブル装置によって前記移動端末におけるゴミ袋の交換提示メッセージを読み取
るようユーザーに提示すること、及び／又は
　前記移動端末及びゴミ箱が同一のローカルエリアネットワークにあることを検出した場
合、ゴミ袋を交換するようユーザーに提示するために、前記ゴミ箱が音を出すことを制御
するための第１コマンドを前記ゴミ箱に送信すること、及び／又は
　前記移動端末及びゴミ箱が同一のローカルエリアネットワークにあることを検出した場
合、テレビを含む端末装置によってゴミ袋の交換提示メッセージを表示すること、を含む
。
【００１５】
　一実施例において、
　前記ユーザーにゴミ袋の交換提示メッセージを送信した後、ゴミ箱により送信されたゴ
ミ袋が交換されていない提示メッセージを受信し、スマートデバイスが前記ゴミ袋の口を
結び又は前記現在のゴミ袋を捨てることを制御するための第２コマンドを前記スマートデ
バイスに送信すること、をさらに含む。
【００１６】
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　本開示の実施例の第２態様によれば、
　現在のゴミ袋におけるゴミ情報及びゴミ変質特徴情報を取得するように配置された取得
モジュールと、
　前記取得モジュールにより取得された前記ゴミ情報及び前記ゴミ変質特徴情報に基づい
て現在のゴミ袋におけるゴミがカビによって変質し又は異臭が生じたか否かを判断するよ
うに配置された第１判断モジュール、及び
　前記第１判断モジュールにより前記ゴミがカビによって変質し又は異臭が生じたと判断
された場合、ユーザーにゴミ袋の交換提示メッセージを送信するように配置された提示メ
ッセージ送信モジュールと、
　を含むゴミ袋の交換提示装置を提供している。
【００１７】
　一実施例において、前記取得モジュールは、
　現在のゴミ袋におけるゴミの種類を取得するように配置された種類取得サブモジュール
と、
　前記ゴミの種類に基づいて対応する種類のゴミ変質特徴情報を取得するように配置され
たゴミ変質特徴情報取得サブモジュールと、を含む。
【００１８】
　一実施例において、前記種類取得サブモジュールは、
　前記ゴミの包装箱又は包装袋におけるバーコードをスキャンすることによって前記ゴミ
の種類を取得するように配置されたスキャンユニット、又は
　カメラによって前記ゴミを識別し、前記ゴミの種類を取得するように配置された識別ユ
ニット、又は
　前記ゴミの成分に対するスペクトル分析を行い、前記ゴミの種類を取得するように配置
されたスペクトル分析ユニット、又は
　ゴミ箱により送信された前記ゴミの種類を受信するように配置された種類受信ユニット
、を含む。
【００１９】
　一実施例において、前記ゴミ変質特徴情報取得サブモジュールは、
　前記ゴミの種類に基づいて、異なる種類のゴミ変質特徴情報が記憶されている事前設定
のデータベースを検索し、対応する種類のゴミ変質特徴情報を取得するように配置された
第１取得ユニット、又は
　事前に記憶された履歴情報から対応する種類のゴミ変質特徴情報を取得するように配置
された第２取得ユニット、又は
　ユーザーのコメント情報に基づいて対応する種類のゴミ変質特徴情報を取得するように
配置された第３取得ユニット、を含む。
【００２０】
　一実施例において、前記取得モジュールは、
　カメラによって現在のゴミ袋におけるゴミ画像情報を取得するように配置された画像取
得サブモジュール、及び／又は
　臭いセンサによって現在のゴミ袋におけるゴミ臭い情報を取得するように配置された臭
い取得サブモジュール、を含む。
【００２１】
　一実施例において、前記第１判断モジュールは、
　前記ゴミ情報が、現在のゴミ袋におけるゴミがカビによって変質し又は異臭が生じたか
否かを確定するための前記ゴミ変質特徴情報における少なく一部の情報と一致するか否か
を判断するように配置される。
【００２２】
　一実施例において、
　前記提示メッセージ送信モジュールによりユーザーにゴミ袋の交換提示メッセージを送
信する前に、前記ユーザーの行動情報及び前記ユーザーと前記ゴミ箱との間の距離情報を
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取得するように配置された情報取得モジュールと、
　前記距離情報が事前設定の閾値より小さいか否か、且つ前記行動情報が異臭を生じさせ
る行動情報を記憶するための前記事前設定のリストにあるか否かを判断するように配置さ
れた第２判断モジュールと、を含む。
【００２３】
　一実施例において、前記提示メッセージ送信モジュールは、
　前記距離情報が事前設定の閾値より小さく且つ前記行動情報が事前設定のリストにない
と判断された場合、ユーザーにゴミ袋の交換提示メッセージを送信すること、を含む。
【００２４】
　一実施例において、前記提示メッセージ送信モジュールは、
　移動端末によってゴミ袋の交換提示メッセージを表示するように配置された第１表示サ
ブモジュール、及び／又は
　ウェアラブル装置によって前記移動端末におけるゴミ袋の交換提示メッセージを読み取
るようユーザーに提示するように配置された読み取り提示サブモジュール、及び／又は
　前記移動端末及びゴミ箱が同一のローカルエリアネットワークにあることを検出した場
合、ゴミ袋を交換するようユーザーに提示するために、前記ゴミ箱が音を出すことを制御
するための第１コマンドを前記ゴミ箱に送信するように配置されたコマンド送信サブモジ
ュール、及び／又は
　前記移動端末及びゴミ箱が同一のローカルエリアネットワークにあることを検出した場
合、テレビを含む端末装置によってゴミ袋の交換提示メッセージを表示するように配置さ
れた第２表示サブモジュール、を含む。
【００２５】
　一実施例において、
　前記提示メッセージ送信モジュールによりユーザーにゴミ袋の交換提示メッセージを送
信した後、ゴミ箱により送信されたゴミ袋が交換されていない提示メッセージを受信し、
スマートデバイスが前記ゴミ袋の口を結び又は前記現在のゴミ袋を捨てることを制御する
ための第２コマンドを前記スマートデバイスに送信するように配置された受信制御モジュ
ールをさらに含む。
【００２６】
　本開示の実施例の第３態様によれば、
　現在のゴミ袋におけるゴミ情報及びゴミ変質特徴情報を取得し、
　前記ゴミの情報及び前記ゴミ変質特徴情報に基づいて現在のゴミ袋におけるゴミがカビ
によって変質し又は異臭が生じたか否かを判断し、
　前記ゴミがカビによって変質し又は異臭が生じたと判断された場合、ユーザーにゴミ袋
の交換提示メッセージを送信するように配置された、
　プロセッサと、
　プロセッサの実行可能なコマンドを記憶するメモリと、
を含むゴミ袋の交換提示装置を提供している。
【発明の効果】
【００２７】
　本開示の実施例により提供される技術案は、下記有益な効果を含むことができる。現在
のゴミ袋におけるゴミ情報及びゴミ変質特徴情報を取得することによって、ゴミ情報及び
ゴミ変質特徴情報に基づいて現在のゴミ袋におけるゴミがカビによって変質し又は異臭が
生じたか否かを判断し、ゴミがカビによって変質し又は異臭が生じたと判断された場合、
ユーザーにゴミ袋を交換させるように、ユーザーにゴミ袋の交換提示メッセージを送信し
、該実施例はゴミがカビによって変質し又は異臭が生じたと判断された場合、現在のゴミ
袋を交換するようユーザーに提示し、ゴミが人体健康に与える影響及び周りの環境に与え
る汚染を効果的に低減し、ユーザーの使用体験を向上させることができる。
【００２８】
　理解すべきことは、以上の一般的な説明と後の詳しい説明は例示的なものに過ぎず、本
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開示を限定するものではない。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
　ここの図面は明細書に合せされ本明細書の一部を構成し、本発明に適合する実施例を示
し、明細書と共に本発明の原理を解釈するのに用いられる。
【図１】一例示的な実施例により示されたゴミ袋の交換提示方法のフローチャートである
。
【図２】一例示的な実施例により示されたゴミ袋の交換提示方法の情景図である。
【図３】一例示的な実施例により示された他のゴミ袋の交換提示方法のフローチャートで
ある。
【図４】一例示的な実施例により示された他のゴミ袋の交換提示方法のフローチャートで
ある。
【図５】一例示的な実施例により示されたゴミ袋の交換提示装置のブロック図である。
【図６ａ】一例示的な実施例により示された他のゴミ袋の交換提示装置のブロック図であ
る。
【図６ｂ】一例示的な実施例により示された他のゴミ袋の交換提示装置のブロック図であ
る。
【図７】一例示的な実施例により示された他のゴミ袋の交換提示装置のブロック図である
。
【図８】一例示的な実施例により示された他のゴミ袋の交換提示装置のブロック図である
。
【図９】一例示的な実施例により示された他のゴミ袋の交換提示装置のブロック図である
。
【図１０】一例示的な実施例により示されたゴミ袋の交換提示装置に適用するブロック図
である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　ここで例示的な実施例について詳しく説明し、その実例は図面に示す通りである。下記
の説明が図面に関するとき、別途に表示されない限り、異なる図面における同じ数字は同
じ又は類似する要素を表示する。以下の例示的な実施例に説明される実施形態は本発明と
一致する全ての実施形態を表す訳ではない。逆に、それらは添付の特許請求の範囲に詳細
に記載された本発明の一部の態様と一致する装置と方法の例に過ぎない。
【００３１】
　図１は一例示的な実施例により示されたゴミ袋の交換提示方法のフローチャートであり
、図1に示すように、該ゴミ袋の交換提示方法は移動端末に適用され、該移動端末は携帯
電話、タブレットパソコン（ＰＡＤ）等のインターネット接続機能を有する端末装置であ
ってもよく、該方法は下記ステップＳ１０１－Ｓ１０３を含む。
【００３２】
　ステップＳ１０１において、現在ゴミ袋におけるゴミ情報及びゴミ変質特徴情報を取得
する。
【００３３】
　該実施例において、移動端末、例えば携帯電話は現在のゴミ袋におけるゴミの種類を取
得し、該ゴミの種類に基づいて対応する種類のゴミ変質特徴情報を取得することができる
。
【００３４】
　移動端末、例えば携帯電話は下記手段によって現在のゴミ袋におけるゴミの種類を取得
することができるが、これらに限定されない。
【００３５】
　ゴミの包装箱又は包装袋におけるバーコードをスキャンすることによってゴミの種類を
取得する第１形態、
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　カメラによってゴミを識別する第２形態、
　ゴミの成分に対するスペクトル分析を行う第３形態、
　ゴミ箱により送信された、上記第１形態～第３形態によって取得されるゴミの種類を受
信する第４形態である。
【００３６】
　移動端末、例えば携帯電話はゴミの種類に基づいて対応する種類のゴミ変質特徴情報を
取得することは下記手段によって実現することができるが、これらに限定されない。ゴミ
の種類に基づいて、異なる種類のゴミ変質特徴情報が記憶されている事前設定のデータベ
ースを検索し、対応する種類のゴミ変質特徴情報を取得することができる。また、事前に
記憶された履歴情報から対応する種類のゴミ変質特徴情報を取得することもできる。また
、ユーザーのコメント情報に基づいて対応する種類のゴミ変質特徴情報を取得することも
できる。
【００３７】
　上記から分かるように、本実施例のゴミ変質特徴情報を取得する手段は柔軟的で、様々
である。
【００３８】
　さらに、カメラによって現在のゴミ袋におけるゴミ画像情報を取得し、臭いセンサによ
って現在のゴミ袋におけるゴミ臭い情報を取得することができる。
【００３９】
　説明すべきことは、本実施例に説明されたゴミ箱は通信機能を有するスマートゴミ箱で
ある。
【００４０】
　ステップＳ１０２において、ゴミ情報及びゴミ変質特徴情報に基づいて現在のゴミ袋に
おけるゴミがカビによって変質し又は異臭が生じたか否かを判断する。
【００４１】
　該実施例において、ゴミ情報が、現在のゴミ袋におけるゴミがカビによって変質し又は
異臭が生じたか否かを確定するためのゴミ変質特徴情報における少なくとも一部の情報と
一致するか否かを判断することによって、現在のゴミ袋におけるゴミがカビによって変質
し又は異臭が生じたか否かを判断することができる。
【００４２】
　例えば、取得された画像情報をカビによって変質した画像情報に比べると、両者のマッ
チング率が事前設定の数値より高い場合、現在のゴミ袋におけるゴミがカビによって変質
したことが確定される。
【００４３】
　ステップＳ１０３において、現在のゴミ袋におけるゴミがカビによって変質し又は異臭
が生じたと判断された場合、ユーザーにゴミ袋の交換提示メッセージを送信する。
【００４４】
　移動端末により現在のゴミ袋におけるゴミがカビによって変質し又は異臭が生じたと判
断された場合、直接ユーザーにゴミ袋の交換提示メッセージを送信することができ、現在
のゴミ袋におけるゴミがカビによって変質し又は異臭が生じていないと判断された場合、
提示メッセージを送信しない。
【００４５】
　しかし、ある状況において、例えば、ユーザーがトイレを利用するとき、臭いセンサは
トイレの隣のゴミ箱内に異臭があることを検出し、移動端末に該異臭の情報を送信するこ
とがあり、このとき、移動端末は誤判断でゴミ袋を交換するようユーザーに提示し、この
ような状況の発生を回避するために、ユーザーにゴミ袋の交換提示メッセージを送信する
前に、さらに、ウェアラブル装置、例えばリストバンドによって収集されるユーザーの行
動情報、及びブルートゥース（登録商標）信号の強度情報に基づいて取得されるユーザー
とゴミ箱との間の距離情報を取得することと、距離情報が事前設定の閾値より小さいか否
か、且つ行動情報が異臭を生じさせる行動情報を記憶するための事前設定のリストにある
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か否かを判断することと、前記距離情報が事前設定の閾値より小さく上記行動情報が事前
設定のリストにあるとき、ユーザーにゴミ袋の交換提示メッセージを送信せず、その他の
状況で、いずれもユーザーにゴミ袋の交換提示メッセージを送信することと、を含むこと
ができる。
【００４６】
　上記から分かるように、上記手段は誤判断でユーザーに提示メッセージを送信すること
を効果的に減少させ、それによりユーザーを煩わすことを効果的に減少させ、ユーザーの
使用体験を向上させることができる。
【００４７】
　該実施例において、移動端末は下記手段における一つ又は複数によってユーザーにゴミ
袋の交換提示メッセージを送信することができる。移動端末によってゴミ袋の交換提示メ
ッセージを直接的に表示してもよく、さらにウェアラブル装置、例えばリストバンドによ
って移動端末におけるゴミ袋の交換提示メッセージを読み取るようユーザーに提示しても
よく、さらにユーザーが既に帰宅したことを検出した場合、ゴミ箱がゴミ袋の交換提示メ
ッセージを送信することを制御するための第１コマンドをゴミ箱に送信し、即ち、ゴミ箱
は第１コマンドを受信した後、音声提示を出してもよく、さらにユーザーが既に帰宅した
ことを検出した場合、端末装置、例えばテレビによってゴミ袋の交換提示メッセージを表
示してもよい。上記から分かるように、本実施例はユーザーにゴミ袋の交換提示メッセー
ジを送信する手段は柔軟的で、多様である。
【００４８】
　ユーザーが既に帰宅したことを検出する手段は、移動端末とゴミ箱が同一のローカルエ
リアネットワークにあることを検出したものであってもよく、ブルートゥース（登録商標
）信号の強度によってゴミ箱との間の距離を検出し、距離が事前設定の範囲内にあること
を検出したものであってもよい。
【００４９】
　以下、図２を合わせ、本開示を例示的に説明し、図２に示すように、ユーザーはスマー
トゴミ箱２１を使用するとき、スマートゴミ箱２１における分光器によってスマートゴミ
箱２１に入れられるゴミの成分に対するスペクトル分析を行い、それによりゴミの種類を
取得し、Ａ種類であると仮想し、Ａ種類のゴミに基づいて例えばインターネットショッピ
ングウェブサイトのデータベースを検索し、Ａ種類のゴミのゴミ変質特徴情報を取得する
。次にカメラ２２によって現在のゴミ袋におけるゴミ画像情報を取得し、そして携帯電話
２３によりゴミ画像情報を対応するゴミ変質特徴情報に比べ、ゴミ画像情報とカビによっ
て変質したゴミ画像情報とのマッチング率が９０％以上である場合、携帯電話２３におい
てゴミ袋の交換提示メッセージを表示し、ユーザーは提示メッセージを見た後、適時にゴ
ミ袋を交換し、それにより周りの環境に与える汚染を低減させ、ユーザーの使用体験を向
上させる。
【００５０】
　上記ゴミ袋の交換提示方法の実施例は、現在のゴミ袋におけるゴミ情報及びゴミ変質特
徴情報を取得することによって、ゴミ情報及びゴミ変質特徴情報に基づいて現在のゴミ袋
におけるゴミがカビによって変質し又は異臭が生じたか否かを判断し、ゴミがカビによっ
て変質し又は異臭が生じたと判断された場合、ユーザーにゴミ袋を交換させるように、ユ
ーザーにゴミ袋の交換提示メッセージを送信し、該実施例はゴミがカビによって変質し又
は異臭が生じたと判断された場合、現在のゴミ袋を交換するようユーザーに提示し、ゴミ
が人体健康に与える影響及び周りの環境に与える汚染を効果的に低減させ、ユーザーの使
用体験を向上させることができる。
【００５１】
　図３は一例示的な実施例により示された他のゴミ袋の交換提示方法のフローチャートで
あり、図３に示すように、該実施例は図１に示された実施例を基に、さらに下記ステップ
を含む。
【００５２】
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　ステップＳ１０４において、ゴミ箱により送信されたゴミ袋が交換されていない提示メ
ッセージを受信し、スマートデバイスがゴミ袋の口を結び又は現在のゴミ袋を捨てること
を制御するための第２コマンドをスマートデバイスに送信する。
【００５３】
　該実施例において、移動端末、例えば携帯電話は様々な手段によってユーザーにゴミ袋
の交換提示メッセージを送信した後、事前設定のタイムカンタム、例えば１時間以内にゴ
ミ箱によりゴミの重量が変更せずにカビ汚れ又は異臭が依然として存在することを検出し
た場合、ユーザーがゴミ袋を交換していないことが確認され、移動端末にゴミ袋が交換さ
れていない提示メッセージを送信し、移動端末はゴミ袋が交換されていない提示メッセー
ジを受信した後、同一のローカルエリアネットワークにおけるスマートデバイス、例えば
ロボットに第２コマンドを送信することができ、スマートデバイスは第２コマンドを受信
した後、ゴミ袋の口を結び又は現在のゴミ袋を捨てることができる。
【００５４】
　上記ゴミ袋の交換提示方法の実施例は、ゴミ箱により送信されたゴミ袋が交換されてい
ない提示メッセージを受信した後、スマートデバイスがゴミ袋の口を結び又は現在のゴミ
袋を捨てるように、スマートデバイスに第２コマンドを送信し、それによりユーザーがゴ
ミ袋の交換を忘れたことによる環境汚染を効果的に回避することができる。
【００５５】
　図４は一例示的な実施例により示された他のゴミ袋の交換提示方法のフローチャートで
あり、該実施例は携帯電話に適用され、図４に示すように、下記ステップＳ４０１－Ｓ４
０５を含む。
【００５６】
　ステップＳ４０１において、現在のゴミ袋におけるゴミの種類を取得し、該ゴミの種類
に基づいて対応する種類のゴミ変質特徴情報を取得する。
【００５７】
　実現手段は図１に示された実施例の対応部分を参照することができ、ここでその詳細な
説明を省略する。
【００５８】
　ステップＳ４０２において、臭いセンサによって現在のゴミ袋におけるゴミ臭い情報を
取得する。
【００５９】
　ステップＳ４０３において、現在のゴミ袋におけるゴミに異臭が生じたと判断された場
合、ユーザーの行動情報及びユーザーとゴミ箱との間の距離情報を取得する。
【００６０】
　ステップＳ４０４において、距離情報が事前設定の閾値より小さいか否か、且つ行動情
報が異臭を生じさせる行動情報、例えば食事作り行動情報を記憶するための事前設定のリ
ストにあるか否かを判断する。
【００６１】
　ステップＳ４０５において、前記距離情報が事前設定の閾値より小さく上記行動情報が
事前設定のリストにあると判断された場合、ユーザーにゴミ袋の交換提示メッセージを送
信せず、操作が終了する。
【００６２】
　例えば、ユーザーは食事を作るとき、通常魚の不可食部等をゴミ箱に入れ、ゴミ箱は魚
の生臭さを検出することができるが、ユーザーとゴミ箱との間の距離は事前設定の距離、
例えば５メートルより小さく、ユーザーの食事を作る行動情報は事前設定のリストにある
ため、ユーザーにゴミ袋の交換提示メッセージを送信しない。このような状況で、ユーザ
ーは通常食事を作った後ゴミ袋を交換することが多い。
【００６３】
　ステップＳ４０６において、前記距離情報が事前設定の閾値より小さく上記行動情報が
事前設定のリストにないと判断された場合、ユーザーにゴミ袋の交換提示メッセージを送
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信する。
【００６４】
　ユーザーとゴミ箱との間の距離は事前設定の距離、例えば５メートルより小さいが、ユ
ーザーが食事を作る行動情報が事前設定のリストにない場合、例えばユーザーが台所で水
を捨てると判断された場合、ユーザーにゴミ袋の交換提示メッセージを送信する。
【００６５】
　その他の状況で、例えば、距離情報が事前設定の閾値より大きい場合、ユーザーにゴミ
袋の交換提示メッセージを送信する。
【００６６】
　上記ゴミ袋の交換提示方法の実施例は、現在ゴミ袋におけるゴミ臭い情報及びゴミ変質
特徴情報を取得することによって、ゴミ臭い情報及びゴミ変質特徴情報に基づいて現在の
ゴミ袋におけるゴミに異臭が生じたと判断された場合、さらにユーザーの行動情報及びユ
ーザーとゴミ箱との間の距離情報を取得し、ユーザーにゴミ袋を交換させるように、これ
らの情報に基づいてユーザーに提示メッセージを送信する必要があるか否かを判断し、該
手段は誤判断でユーザーに提示メッセージを送信することを効果的に減少させ、それによ
りユーザーを煩わすことを効果的に減少させるとともに、ゴミが人体健康に与える影響及
び周りの環境に与える汚染を効果的に低減させ、ユーザーの使用体験を向上させることが
できる。
【００６７】
　上記ゴミ袋の交換提示方法の実施例に対応し、本開示はさらにゴミ袋の交換提示装置の
実施例を提供している。
【００６８】
　図５は一例示的な実施例により示されたゴミ袋の交換提示装置のブロック図であり、図
５に示すように、ゴミ袋の交換提示装置は、
　現在のゴミ袋におけるゴミ情報及びゴミ変質特徴情報を取得するように配置された取得
モジュール５１と、
　取得モジュールにより取得されたゴミ情報及びゴミ変質特徴情報に基づいて現在のゴミ
袋におけるゴミがカビによって変質し又は異臭が生じたか否かを判断するように配置され
た第１判断モジュール５２、及び
　第１判断モジュール５２によりゴミがカビによって変質し又は異臭が生じたと判断され
た場合、ユーザーにゴミ袋の交換提示メッセージを送信するように配置された提示メッセ
ージ送信モジュール５３と、を含む。
【００６９】
　上記ゴミ袋の交換提示装置の実施例は、取得モジュールによって現在のゴミ袋における
ゴミ情報及びゴミ変質特徴情報を取得し、第１判断モジュールによってゴミ情報及びゴミ
変質特徴情報に基づいて現在のゴミ袋におけるゴミがカビによって変質し又は異臭が生じ
たか否かを判断し、ゴミがカビによって変質し又は異臭が生じたと判断された場合、ユー
ザーにゴミ袋を交換させるように、提示メッセージ送信モジュールによって、ユーザーに
ゴミ袋の交換提示メッセージを送信し、該実施例はゴミがカビによって変質し又は異臭が
生じたと判断された場合、現在のゴミ袋を交換するようユーザーに提示し、ゴミが人体健
康に与える影響及び周りの環境に与える汚染を効果的に低減させ、ユーザーの使用体験を
向上させることができる。
【００７０】
　図６ａは一例示的な実施例により示された他のゴミ袋の交換提示装置のブロック図であ
り、図６ａに示すように、上記図５に示された実施例を基に、取得モジュール５１は、
　現在のゴミ袋におけるゴミの種類を取得するように配置された種類取得サブモジュール
５１１と、
　ゴミの種類に基づいて対応する種類のゴミ変質特徴情報を取得するように配置されたゴ
ミ変質特徴情報取得サブモジュール５１２と、を含むことができる。
【００７１】
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　図６ａに示すように、種類取得サブモジュール５１１は、
　ゴミの包装箱又は包装袋におけるバーコードをスキャンすることによってゴミの種類を
取得するように配置されたスキャンユニット５１１１、
　カメラによってゴミを識別し、ゴミの種類を取得するように配置された識別ユニット５
１１２、
　ゴミの成分に対するスペクトル分析を行い、ゴミの種類を取得するように配置されたス
ペクトル分析ユニット５１１３、又は、
　ゴミ箱により送信されたゴミの種類を受信するように配置された種類受信ユニット５１
１４を含むことができる。
【００７２】
　図６aに示すように、ゴミ変質特徴情報取得サブモジュール５１２は、
　ゴミの種類に基づいて、異なる種類のゴミ変質特徴情報が記憶されている事前設定のデ
ータベースを検索し、対応する種類のゴミ変質特徴情報を取得するように配置された第１
取得ユニット５１２１、
　事前に記憶された履歴情報から対応する種類のゴミ変質特徴情報を取得するように配置
された第２取得ユニット５１２２、又は
　ユーザーのコメント情報に基づいて対応する種類のゴミ変質特徴情報を取得するように
配置された第３取得ユニット５１２３を含むことができる。
【００７３】
　上記ゴミ袋の交換提示装置の実施例は、ゴミの種類を取得する複数種類の手段を提供し
、ゴミの種類に基づいてゴミ変質特徴情報を取得する複数種類の手段を提供し、上記から
分かるように、本実施例の実現手段は柔軟的で、多様である。
【００７４】
　図６ｂは一例示的な実施例により示された他のゴミ袋の交換提示装置のブロック図であ
り、図６ｂに示すように、上記図５に示された実施例を基に、取得モジュール５１は、
　カメラによって現在のゴミ袋におけるゴミ画像情報を取得するように配置された画像取
得サブモジュール５１３、及び、
　臭いセンサによって現在のゴミ袋におけるゴミ臭い情報を取得するように配置された臭
い取得サブモジュール５１４のうちの少なくとも一つを含むことができる。
【００７５】
　上記ゴミ袋の交換提示装置の実施例は、カメラ又は臭いセンサによってゴミ情報を取得
し、後続の操作の実行に条件を提供する。
【００７６】
　図７は一例示的な実施例により示された他のゴミ袋の交換提示装置のブロック図であり
、図７に示すように、上記図５に示された実施例を基に、該装置は、さらに、
　提示メッセージ送信モジュール５３によりユーザーにゴミ袋の交換提示メッセージを送
信する前に、ユーザーの行動情報及びユーザーとゴミ箱との間の距離情報を取得するよう
に配置された情報取得モジュール５４と、
　距離情報が事前設定の閾値より小さいか否か、且つ行動情報が異臭を生じさせる行動情
報を記憶するための事前設定のリストにあるか否かを判断するように配置された第２判断
モジュール５５と、を含むことができる。
【００７７】
　第１判断モジュール５２は、ゴミの情報が、現在のゴミ袋におけるゴミがカビによって
変質し又は異臭が生じたか否かを確定するためのゴミ変質特徴情報における少なく一部の
情報と一致するか否かを判断するように配置される。
【００７８】
　上記ゴミ袋の交換提示装置の実施例は、誤判断でユーザーに提示メッセージを送信する
ことを効果的に減少させ、それによりユーザーを煩わすことを効果的に減少させ、ユーザ
ーの使用体験を向上させることができる。
【００７９】
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　図８は一例示的な実施例により示された他のゴミ袋の交換提示装置のブロック図であり
、図８に示すように、上記図５に示された実施例を基に、提示メッセージ送信モジュール
５３は、
　移動端末によってゴミ袋の交換提示メッセージを表示するように配置された第１表示サ
ブモジュール５３１と、
　ウェアラブル装置によって移動端末におけるゴミ袋の交換提示メッセージを読み取るよ
うユーザーに提示するように配置された読み取り提示サブモジュール５３２と、
　移動端末及びゴミ箱が同一のローカルエリアネットワークにあることを検出した場合、
ゴミ袋を交換するようユーザーに提示するために、ゴミ箱が音を出すことを制御するため
の第１コマンドをゴミ箱に送信するように配置されたコマンド送信サブモジュール５３３
、及び、
　移動端末及びゴミ箱が同一のローカルエリアネットワークにあることを検出した場合、
テレビを含む端末装置によってゴミ袋の交換提示メッセージを表示するように配置された
第２表示サブモジュール５３４のうちの一つ又は複数を含むことができる。
【００８０】
　上記ゴミ袋の交換提示装置の実施例は、複数種類の手段によってユーザーにゴミ袋の交
換提示メッセージを送信することができ、実現手段は柔軟的で、様々である。
【００８１】
　図９は一例示的な実施例により示された他のゴミ袋の交換提示装置のブロック図であり
、図９に示すように、上記図５に示された実施例を基に、該装置は、さらに、
　提示メッセージ送信モジュール５３によりユーザーにゴミ袋の交換提示メッセージを送
信した後、ゴミ箱により送信されたゴミ袋が交換されていない提示メッセージを受信し、
スマートデバイスがゴミ袋の口を結び又は現在のゴミ袋を捨てることを制御するための第
２コマンドをスマートデバイスに送信するように配置された受信制御モジュール５６、を
含むことができる。
【００８２】
　上記ゴミ袋の交換提示装置の実施例は、ゴミ箱により送信されたゴミ袋が交換されてい
ない提示メッセージを受信した後、スマートデバイスに第２コマンドを送信することによ
って、スマートデバイスがゴミ袋の口を結び又は現在のゴミ袋を捨て、それによりゴミが
人体健康に与える影響及び周りの環境に与える汚染を効果的に低減することができる。
【００８３】
　上記実施例における装置について、そのうちの各モジュール、サブモジュールにより操
作を実行する具体的な形態は、既に該方法に関する実施例において詳しく説明され、ここ
で詳しい説明を省略する。
【００８４】
　図１０は一例示的な実施例により示されたゴミ袋の交換提示装置のブロック図である。
例えば、装置１０００は携帯電話、コンピューター、デジタル放送端末、メッセージ送受
信設備、ゲームコンソール、タブレット型装置、医療設備、フィットネス装置、パーソナ
ルデジタルアシスタント、飛行機などである。
【００８５】
　図１０に示すように、装置１０００は、処理部材１００２、メモリ１００４、電源部材
１００６、マルチメディア部材１００８、オーディオ部材１０１０、入力／出力（Ｉ／Ｏ
）インターフェース１０１２、センサー部材１０１４、及び通信部材１０１６のうちの一
つ又は複数の部材を含むことができる。
【００８６】
　処理部材１００２は、通常装置１０００の全体的操作、例えば、表示、電話呼び出し、
データ通信、カメラ操作及び記録操作に関する操作を制御する。処理部材１００２は、上
記方法の全部又は一部のステップを完成するために、コマンドを実行する一つ又は複数の
プロセッサ１０２０を含むことができる。さらに、処理部材１００２はその他の部材との
インタラクションが容易であるように、一つ又は複数のモジュールを含むことができる。
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例えば、処理部材１００２は、マルチメディア部材１００８と処理部材１００２とのイン
タラクションが容易であるように、マルチメディアモジュールを含むことができる。
【００８７】
　メモリ１００４は、装置１０００における操作をサポートするために、さまざまなタイ
プのデータを記憶するように配置される。これらのデータの実例は、装置１０００におい
て操作される如何なるアプリケーション又は方法のコマンド、連絡先データ、電話帳デー
タ、メッセージ、ピクチャ、ビデオなどを含む。メモリ１００４は如何なるタイプの揮発
性又は非揮発性メモリ又はそれらの組合せ、例えばスタティックランダムアクセスメモリ
（ＳＲＡＭ）、電気的消去可能プログラマブル読み取り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）、消
去可能プログラマブル読み取り専用メモリ（ＥＰＲＯＭ）、プログラマブル読み取り専用
メモリ（ＰＲＯＭ）、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）、磁気メモリ、フラッシュメモリ、
磁気ディスク又は光ディスクにより実現することができる。
【００８８】
　電源部材１００６は装置１０００のさまざまな部材に対し電力を供給する。電源部材１
００６は電源管理システム、一つ又は複数の電源、及びその他の装置１０００に対する電
力の生成、管理及び供給に関連する部材を含むことができる。
【００８９】
　マルチメディア部材１００８は、装置１０００とユーザーの間の出力インターフェース
を提供するスクリーンを含む。一部の実施例において、スクリーンは液晶ディスプレイ（
ＬＣＤ）とタッチパネル（ＴＰ）を含むことができる。スクリーンにタッチパネルが含ま
れる場合、スクリーンはユーザーからの入力信号を受信するために、タッチスクリーンで
実現されることができる。タッチパネルは、タッチ、スワイプ及びタッチパネルにおける
ジェスチャーを感知するために、一つ又は複数のタッチセンサーを含む。前記タッチセン
サーは、タッチ又はスワイプ動作の境界を感知するとともに、前記タッチ又はスワイプ動
作に関わる持続時間及び圧力を検出することができる。一部の実施例において、マルチメ
ディア部材１００８は、フロントカメラ及び／又はバックカメラを含む。装置１０００が
操作モードである場合、例えば、撮影モード又はビデオモードである場合、フロントカメ
ラ及び／又はバックカメラは外部のマルチメディアデータを受信することができる。各フ
ロントカメラ及びバックカメラは、固定された光学レンズシステムであってもよく、又は
焦点距離と光学ズーム能力を有する。
【００９０】
　オーディオ部材１０１０は、オーディオ信号を出力及び／又は入力するように配置され
る。例えば、オーディオ部材１０１０は、マイクロフォン（ＭＩＣ）を含み、装置１００
０が操作モードである場合、例えば、呼び出しモード、記録モード及び音声認識モードで
ある場合、マイクロフォンは外部のオーディオ信号を受信するように配置される。受信さ
れたオーディオ信号は、さらにメモリ１００４に記憶され、又は通信部材１０１６を介し
て送信される。一部の実施例において、オーディオ部材１０１０は、さらにオーディオ信
号を出力するスピーカーを含む。
【００９１】
　Ｉ／Ｏインターフェース１０１２は、処理部材１００２と周辺インターフェースモジュ
ールとの間にインターフェースを提供し、上記周辺インターフェースモジュールは、キー
ボード、クリックホイール、ボタンなどであってもよい。これらのボタンは、ホームボタ
ン、ボリュームボタン、スタートボタン及びロックボタンを含むことができるがこれに限
定されない。
【００９２】
　センサー部材１０１４は、装置１０００に対し各方面の状態評価を提供する一つ又は複
数のセンサーを含む。例えば、センサー部材１０１４は、装置１０００のオン／オフ状態
、部材の相対的位置決めを検出することができ、前記部材は、例えば、装置１０００のデ
ィスプレイ及びキーパッドであり、センサー部材１０１４は、さらに装置１０００又は装
置１０００の一つの部材の位置変化、ユーザーと装置１０００との接触の有無、装置１０
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００の方角又は加速／減速及び装置１０００の温度変化を検出することができる。センサ
ー部材１０１４は、近接センサーを含むことができ、如何なる物理的接触がないとき、近
傍物体の存在を検出するように構成される。センサー部材１０１４は、さらにイメージン
グアプリケーションに用いられる光学センサー、例えば、ＣＭＯＳ又はＣＣＤイメージセ
ンサーを含むことができる。一部の実施例において、該センサー部材１０１４は、さらに
加速度センサー、ジャイロセンサー、磁気センサー、圧力センサー又は温度センサーを含
むことができる。
【００９３】
　通信部材１０１６は、装置１０００とその他の装置との有線又は無線による通信が容易
であるように配置される。装置１０００は、通信標準に基づく無線ネットワーク、例えば
ＷｉＦｉ（登録商標）、２Ｇ又は３Ｇ、又はそれらの組合せにアクセスすることができる
。一例示的な実施例において、通信部材１０１６は、放送チャネルを介して外部放送管理
システムからの放送信号又は放送関連情報を受信する。一例示的な実施例において、前記
通信部材１０１６は、狭域通信を促進するために、さらに近距離無線通信（ＮＦＣ）モジ
ュールを含む。例えば、ＮＦＣモジュールにおいて、無線周波数認識（ＲＦＩＤ）技術、
赤外線データ協会（ＩｒＤＡ）技術、超広帯域（ＵＷＢ）技術、ブルートゥース（登録商
標）（ＢＴ）技術及びその他の技術に基づいて実現することができる。
【００９４】
　例示的な実施例において、装置１０００は、一つ又は複数の特定用途向け集積回路（Ａ
ＳＩＣ）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、デジタル信号処理装置（ＤＳＰＤ）、プ
ログラマブルロジックデバイス（ＰＬＤ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（Ｆ
ＰＧＡ）、コントローラー、マイクロコントローラー、マイクロプロセッサ又はその他の
電子部品により実現することができ、上記方法を実行するのに用いられる。
【００９５】
　例示的な実施例において、さらに、コマンドを含む非一時的なコンピュータ可読記憶媒
体、例えば、コマンドを含むメモリ１００４を提供し、上記方法を完成するために、上記
コマンドは装置１０００のプロセッサ１０２０により実行することができる。例えば、前
記非一時的なコンピュータ可読記憶媒体は、ＲＯＭ、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）
、ＣＤ－ＲＯＭ、磁気テープ、フロッピーディスク（登録商標）及び光データ記憶装置な
どであってもよい。
【００９６】
　当業者であれば、明細書を考慮しここに開示された発明を実践した後、本開示のその他
の実施態様を容易に想到できる。本願は、本開示の如何なる変形、用途又は適応的変化を
含むためのものであり、これらの変形、用途又は適応的変化は本開示の一般的な原理に準
じ、本開示の開示されていない本技術分野における公知常識又は慣用の技術手段を含む。
明細書と実施例は例示的なものに過ぎず、本開示の実際の範囲と精神は下記特許請求の範
囲により与えられる。
【００９７】
　理解すべきことは、本開示は既に上記のように説明され、図面に示された正確な構造に
限定されず、その範囲を逸脱しない限りにおいて様々な修正や変更を行うことができる。
本開示の範囲は添付の特許請求の範囲のみにより限定される。
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